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平成２９事業年度  

 事  業   報   告   書  

（平成 29 年４月 1 日～平成 30 年３月３１日）  

１．概要  

  平成 29 年産豆類の作付面積については、大豆は 41,000ha で前年産

比 800ha（前年産対比 2%）増加した。同様に小豆類は 17,900ha で前

年産比 1,700ha（同 10%）増加した。菜豆は 6,630ha で前年比▲

1,310ha（同▲16%）の減少となった。  

  豆類の生育については、５月の好天により播種作業が平年並となり、

出芽はおおむね良好となった。６月の低温・寡照により生育は停滞した

が、７月上旬からの高温・多照により生育は回復した。その後、天候の

推移に伴い地域や豆の種類によって生育に差異が見られたものの総じて

良好な生育が確保され、いずれの豆類も品質が良く、単収も平年作を大

きく上回るものとなった。 

  事業については、赤系金時の安定的な供給を通じて価格の安定に資す

るため、優良種子の購入費を助成する赤系金時安定供給緊急対策事業を

実施した。また、小豆類の需給を計画的に改善していくため、小豆類生

産安定対策事業を昨年に引続き実施した。28 年度は台風被害により開

催中止にした豆類需給安定会議を９月に十勝で開催した。さらに、豆類

消費啓発助成等事業及び豆類調査研究助成事業については、公募により

選定された課題に助成金を交付し、事業を実施した。  

  資産運用については、日銀のマイナス金利付き量的・質的金融緩和策

により低金利の状態が続いており、債券運用には厳しい環境にあるが、

当協会は国内債を中心とした比較的長期の運用となっていることから、

おおむね計画通りの運用となった。  
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２．組織に関する事項  
（１）会員の状況  

区分  期首  
合併に伴う動き  

加入  脱退  ３月末  
増  減  

正会員  ９５  －  －  －  －  ９５  

（２）平成２９事業年度通常総会  

  １）開催日     平成２９年６月２０日（火）午後２時３０分  

  ２）開催場所    全日空ホテル 23 階「白樺の間」  

  ３）会員数及び出席者数  

     正会員数   ９５  

     総会出席者数 ８３  

           （本人出席４５、委任状８、書面議決３０）  

  ４）議決事項  

     第１号議案 平成２８事業年度事業報告書、財務諸表、附属明

細書、財産目録について  

     第２号議案 役員の補欠選任について  

     第３号議案 平成２９事業年度役員報酬について  

（３）役員の就任状況  

  本総会において役員の補欠選任の結果、新たに就任及び退任した役員  

 は次の通り。  

１）新たに就任した役員  

     理 事  飯田 道夫    理 事  山下 邦昭  

     理 事  植﨑 博行    理 事  宮田 敏夫  

  ２）退任した役員  

     理 事  佐藤 洋     理 事  清野 政彦  

     理 事  中島 道昭    理 事  秋永 徹  
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３．一般管理に関する事項  

（１）理事会  

   第 1 回理事会  平成２９年６月２日（金）１３時３０分  

    報告事項 １）平成２８年産道産豆類の需給見込について  

         ２）平成２８事業年度小豆類生産安定運動推進事業実

施報告について  

         ３）理事長、副理事長、専務理事の職務の執行状況に

ついて  

議 案  １）平成２９事業年度小豆類生産安定運動推進事業

の実施計画について  

         ２）平成２８事業年度事業報告書、財務諸表、附属明

細書、財産目録について  

         ３）役員の補欠選任について  

         ４）平成２９事業年度役員報酬について  

         ５）平成２９事業年度通常総会の開催について  

第２回理事会  平成２９年１０月２６日（木）１３時３０分  

    報告事項 １）平成２９年産道産豆類の需給見込について  

         ２）平成２９事業年度上半期事業報告並びに収支報告

について  

           同 監査報告について  

     ３）資産の運用状況と今後の取進めについて  

     ４）理事長、副理事長、専務理事の職務の執行状況

について  

議 案  １）平成２９年産対象豆類の基準価格並びに価格差

補てん対象数量について  

   第３回理事会  平成３０年３月２０日（火）１３時３０分  
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    報告事項 １）平成２９年産道産豆類の需給見込について  

         ２）平成２９年度赤系金時安定供給緊急対策事業の実

施報告について  

         ３）平成３０年度事業に係る公募結果について  

         ４）資産の運用状況と今後の取進めについて  

         ５）理事長、副理事長、専務理事の職務の執行状況に

ついて  

     ６）組織の統合等の検討状況について  

議 案  １）平成２９事業年度収支見込と決算処理方針につ

い  

       て  

         ２）平成３０事業年度事業計画並びに収支予算につい

て  

         ３）平成３０事業年度役員報酬について  

４）規程類の一部改正について  

（２）監事会  

   第１回監事会  平成２９年６月２日（金）１１時３０分  

    議 題  １）平成２８事業年度決算監査の実施について  

         ２）監事監査報告について  

         ３）平成２９事業年度監査計画について  

   第２回監事会  平成２９年１０月２６日（木）１１時３０分  

    議 題  １）平成２９事業年度上半期監査の実施について  

           監事監査の結果について（十川監事、監査報告

書）  

         ２）監査報告について  

（３）業務評価委員会  
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第１回業務評価委員会  

 平成２９年５月２２日（月）１３時００分  

    報告事項 １）平成２８年産道産豆類の需給動向について  

         ２）平成２８事業年度小豆類生産安定運動推進事業実

施報告について  

         ３）赤系金時安定供給緊急対策事業の取組状況につい

て  

         ４）平成２９事業年度事業計画について  

    審議事項 １）平成２８年度事業報告（案）について  

         ２）平成２９事業年度小豆類生産安定運動推進事業の

実施計画（案）について  

第２回業務評価委員会  

 平成２９年１０月１７日（火）１３時３０分  

    報告事項 １）平成２９年産道産豆類の需給見込について  

         ２）平成２９年度赤系金時安定供給緊急対策事業の進

捗状況について  

         ３）平成２９事業年度上半期事業報告について  

審議事項 １）平成２９年産対象豆類の基準価格（案）につい

て  

         ２）平成２９年産対象豆類の価格差補てん対象数量  

（案）について  

         ３）平成３０事業年度における実施予定事業について  

          

４．収支及び財務に関する事項  

（１）収支（経常増減）について  

  今年度の経常収益については、主に国内債券による運用を図り、運用



- 6 - 
 

益は、年間計画１２１百万円に対して１０７百万円（計画比８８％、前

年同期比８９％）となった。  

  一方、経常費用については、事業費１５５百万円、管理費８百万円、

合計１６３百万円となった結果、評価損益等調整前の経常増減額は５５

百万円の減少となった。  

  特定資産評価損益と償還損益の合計はマイナスの３７百万円となり、

これらを含めた当期経常増減額は９２百万円の減少となった。  

 満期償還及び売却による国内債８４７百万円（額面）と準備財産で保有

する特別預金と併せて国内債を９００百万円（額面）購入した。  
 
（２）資産の状況  
  資産総額は前期末に比べ９０百万円の減少となった。減少の主な要因

は事業費が昨年より増加したこと及び特定資産で保有する債券の評価額

が昨年に比べ減少したことによる。  

＜資産の状況（平成３０年３月末日現在＞  

                                                       単位：千

円  

 前期末残高  当期末残高  増減  

流動資産合計  178,149 138,542 △39,608 

保管財産  4,558,500 4,558,500 0 

事業基盤財産  1,999,248 1,949,357 △49,891 

豆類価格安定対策事業準備財産  1,000,000 1,000,000 0 

小豆類生産安定対策事業準備財産  500,000 496,612 △3,388 

豆類流通円滑化緊急対策事業準備財産  240,940 241,940 1,000 

退職給付引当資産  12,198 14,352 2,154 

特定資産 計  8,310,886 8,260,761 △50,125 
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固定資産合計  8,310,886 8,260,761 △50,125 

資産合計  8,489,035 8,399,302 △89,733 

注：四捨五入の関係で、各資産の金額と合計は必ずしも一致しない。  
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５ 事業に関する事項    
（１）平成２９年産豆類の作付け及び生育の状況 

平成２９年産豆類の作付面積については、大豆は 41,000ha で、小豆や他作物から

の転換等により、前年産に比べて 800ha（前年産対比 2％）増加し、小豆は 17,900ha

で、前年産に比べ 1,700ha(同 10％)増加した。 

菜豆は 6,630ha で、他作物への転換等により、前年産に比べ 1,310ha(同 16％)減

少し、類別では金時は 5,070ha で前年産の 82％、手亡は 1,060ha で前年産の 88％

となった。 

なお、作付指標面積に対する作付面積の割合は、大豆では 105％、小豆では 90％､

菜豆では 73％、またその内訳は、金時では 79％、手亡では 59％となった。  

豆類の生育については、５月の好天により播種作業が平年並となり、出芽はおお

むね良好となった。６月の低温・寡照により生育は停滞したが、７月上旬からの高

温・多照により生育は回復した。その後、天候の推移に伴い地域や豆の種類によっ

て生育に差異が見られたものの総じて良好な生育が確保され、いずれの豆類も品質

が良く、単収も平年作を大きく上回るものとなった。 

この結果、大豆の 10a 当たり収量は 245kg（平均収量対比 102）でやや良の作柄と

なり、作付面積の増加もあって収穫量は前年産の 84,400ｔから 16,100ｔ増加して

100,500t（前年産対比 119％）となった。 

小豆も 10a 当たり収量が 278kg（平均収量対比 115％）となり、作付面積もかなり

増加したため収穫量は前年産の 27,100t のほぼ２倍となる 49,800t（前年産対比

184％）となった。 

菜豆は 10a 当たり収量が 248kg で平均収量対比 139 となり色流れも少なく、収穫

量は前年の 5,480ｔから大幅に増加して 16,400ｔ（同 299％）となった。内訳では

金時の収穫量が前年産の 387％となる 12,200ｔ、手亡では前年産の 191％となる

3,060ｔとなった。
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平成２９年産豆類の生産状況 

 

項 目 

 

 

品 目 

平 成 ２９ 年 産 前  年  産 

指標面積 

 

ｈａ 

作付面積 

 

ｈａ 

単収 

 

Kg/10ａ 

生産量 

 

ｔ 

10ａ当たり

平 均 収 量 

対   比 

作付面積 

 

ｈａ 

生産量 

 

ｔ 

大 豆 38,870 41,000 245 100,500 102 40,200 84,400 

小 豆 20,000 17,900 278 49,800 115 16,200 27,100 

菜 豆 9,100 6,630 248 16,400 139 7,940 5,480 

 
金 時 6,450 5,070 240 12,200 157 6,170 3,150 

手 亡 1,800 1,060 289 3,060 128 1,200 1,600 

合 計 67,970 65,530    64,340  

 

資 料：大豆は「平成 29 年産豆類（乾燥子実）及びそば（乾燥子実）の収

穫量（全国農業地域別・都道府県別）」（農林水産省大臣官房統計

部、平成 30 年４月 10 日公表）、小豆及びいんげんは「平成 29 年

産大豆、小豆、いんげん及びらっかせい(乾燥子実)の収穫量」（同、

平成 30 年２月 22 日公表) 

注 １：10a 当たり平均収量対比とは、10a 当たり平均収量(過去 7 か年の

実績値のうち、最高・最低を除いた 5 か年の平均値)と当年産の

10a 当たり収量との対比である。 

  ２：菜豆のうち、金時、手亡以外については、未調査である。
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（２）豆類価格安定対策事業  

ア 平成２８年産豆類価格安定対策事業  

平成２８年産対象豆類に係る価格差補てん事業については、対象豆

類の平均価格が、いずれも補てん基準価格を上回ったため、発動され

なかった。  

 

[平成２８年産対象豆類の販売状況 ] 
品 

 

名 

等 

 

級 

項   目 

調    整    販    売 

数 量 

金 額 

内         訳 

10-12 月 1-3 月 4-6 月 7-9 月 

 

大

正

金

時 

 

２ 

 

等 

販売計画(俵) 120,256 41,400 29,600  25,800 23,456 

販売実績(俵) 120,256 44,600 22,000 30,300 23,356 

販売金額(千円) 2,895,887 1,102,887 533,005 711,250 548,745 

総販売単価(円) 24,081 24,728 24,228 23,474 23,495 

平均価格(円) 22,454 円 ＜精算：平成 29 年 9 月 30 日＞ 

★ 補てん基準価格 20,930 円 

 

北

海

金

時 

 

２ 

 

等 

販売計画(俵) 3,315 1,100 800 700 715 

販売実績(俵) 3,315 1,300 600 800 615 

販売金額(千円) 78,256 31,461 14,167 18,485 14,142 

総販売単価(円) 23,607 24,201 23,612 23,107 22,995 

平均価格(円) 21,998 円 ＜精算：平成 29 年 9 月 30 日＞ 

★ 補てん基準価格 20,930 円 

 

大

手

亡 

 

２ 

 

等 

販売計画(俵) 46,846 12,900 12,000 11,900 10,046 

販売実績(俵) 46,846 9,700 12,100 13,100 11,946 

販売金額(千円) 821,675 166,729 214,760 230,485 209,701 

総販売単価(円) 17,540 17,189 17,749 17,594 17,554 

平均価格(円) 16,112 円 ＜精算：平成 29 年 9 月 30 日＞ 

★ 補てん基準価格 11,380 円 

資料：ホクレン農業協同組合連合会  
注 ：合計値と内訳は、ラウンドの関係で一致しない。  
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イ 平成２９年産対象豆類の基準価格  

平成２９年産対象豆類の価格差補てん事業の基準価格については、

平成２９年１０月１７日に開催された第２回業務評価委員会の意見

を聴き、１０月２６日に開催された第２回理事会の議決を経て、１０

月２７日に北海道知事の承認を受けたので、同日付けで、次のとおり

公告した。  

［基準価格］  
  項  目  

 

 品  目  

 

規格等級  

 

 単位  

（kg) 

 

場  所  

基 準 価 格（円） (参考) 

基本価格 

(円 ) 

補 て ん 

基準価格 
 

最    低  

基準価格 

積  立  

基準価格 

金 時 ２  等  60 産地倉庫 22,780 17,720 32,900 25,310 

中長うずら 同 上  同上 同 上  20,910 16,260 30,200 23,230 

大 手 亡 同 上  同上 同 上  14,990 11,660 21,660 16,660 

 

ウ 平成２９年産対象豆類の対象数量  

平成２９年産対象豆類の対象数量については､平成２９年１０月１

７日に開催された第２回業務評価委員会の意見を聴き、１０月２６日

に開催された第２回理事会の議決を経て、１０月３０日付けで、次の

とおり定めた。  
     対  象  数  量            １２０，６３６ 俵  
         内  訳   
           大 正 金 時      ９６，６９４ 俵  
           北 海 金 時       ２，１２０ 俵  
           大  手  亡      ２１，８２２ 俵  

 
エ  平 成 ２ ９ 年 度 赤 系 金 時 安 定 供 給 緊 急 対 策 事 業  

赤 系 金 時 の 安 定 生 産 を 通 じ て 価 格 の 安 定 を 図 る た め 、 ２ ７

集 荷 団 体 を 経 由 し て 、 １ ， ２ ４ ５ 戸 の 生 産 者 が 約 ４ ， ２ ５ ５

h a に 播 種 し た 優 良 種 子 の 代 金 と し て 助 成 金 ６ ３ ，３ ９ ３ 千 円

を 交 付 し た 。  
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（３）小豆類生産安定対策事業  

道産小豆類の需給状況の計画的な改善に向けて、関係者が一体とな

って生産目標面積の遵守に向けた取組を強力に推進するため、平成 28

年度に引き続き「小豆類生産安定運動推進事業（安定生産啓発特別事

業）」を実施し、当該事業に取り組んだ５８農協等に対して２１，７３４

千円を助成した。  

 

（４）豆類生産流通安定推進事業  

豆類の安定的な生産流通に資するため、雑豆に関する関係者間の情

報の交換・共有化を図るための会議の開催、雑豆の安定的供給に必要

となる生産者の意向や、豆類の生産・流通・消費動向等に関する調査

を実施（委託）したほか、雑豆の生産目標面積の設定等を行った。  

  

ア 豆類需給安定会議の開催  

 平成２９年９月 7 日、十勝管内音更町において生産、流通、実需、試

験研究、行政等の関係者約８０名の参加を得て、一般社団法人全国豆類

振興会及び北海道豆類振興会との共催より、平成２９年度豆類需給安定

会議を開催した。会議においては、新たな「加工食品の原料原産地表示」

の本格施行に伴う需要の高まりに対応し得る道産雑豆の生産体制などに

ついて話題が提供されるとともに、「雑豆の消費拡大方策を考える」をテ

ーマとして意見交換を行い、豆類に関する情報の交換と認識の共有化を

図った。  

 

イ 雑豆の安定的供給に必要な委託調査の実施  

豆類の生産目標に関する業務については、「豆類（雑豆）の生産目

標面積設定に係る情報の収集及び当該面積の周知に関する業務」を
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平成２９年４月１日付けで北海道農業協同組合中央会に委託（委託

額１，０００千円）し、３０年産雑豆に係る作付意向の把握、地域

別生産目標面積の策定、当該面積の生産者への啓発に要する費用を

委託費として支出した。  

また、「豆類の生産・流通・消費動向の調査に関する業務」について

は、当該業務を平成２９年５月１日付けでホクレン農業協同組合連合

会に委託（委託額４，０００千円）し、道内における２９年産雑豆の生

産（作付け及び収穫）の動向並びに全国主要消費地域における雑豆の

消費の動向に関する調査に要する費用を委託費（確定額：３，７９６千

円）として支出した。  

 

ウ 生産目標面積の設定・周知  

イの委託調査を通じて得られた情報等を踏まえ、需要に即した計

画的な雑豆の供給に資するため、平成２９年１２月１日付けで平成

３０年産の雑豆の生産目標面積を設定した。  

 

（５）豆類消費啓発助成等事業  

ア 北海道・豆トークショー２０１７の開催  

平成２９年１０月１３日、豆の日（１０月１３日）及び豆月間  

（１０月）の協賛行事である「北海道・豆トークショー２０１７」を

札幌市のホテルポールスター札幌において約１８０名の参加を得て

開催し、「見直そう、豆の力と豆料理」をテーマに豆類の機能性等に関

するセミナー及び豆料理の試食会を行った。  

なお、一部業務については｢業務の実施補助者｣（受託者）として選

定された株式会社朝日アグリとの間で委託契約を締結し、イベント会

場の賃借等に要する費用を委託費（確定額約１，６０２千円）として
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支出した。  

 

イ 公募事業の実施  

豆類消費啓発助成等事業のうちア以外の助成事業については、平成

２５年度から公募の方法により実施しているところであり、平成２８

年１２月２日～１２月１６日にかけて公募要領を当協会ホームページ

に掲載し、平成２９年２月３日に開催した公募事業等審査委員会にお

いて株式会社ブレナイ社及び株式会社朝日アグリから応募のあった課

題を平成２９年度採択の実施課題として選定し、平成２９年４月に概

算払を必要とする者に対して助成金を交付した。  

その後、平成３０年３月１６日までに事業完了報告書の提出があっ

たので、助成金の額（総額１３，１６３千円）の確定を行った。  

 

実   施   課   題   名  確定額  (千円 ) 

北海道の和菓子屋を巡ろう！豆スタンプラリー  ２，４２０ 

パーティー・おつまみで活躍！世界の豆料理教室  １，７２９ 

～北海道の豆で作ろう～親子で和菓子作り教室  ２，３８７ 

得意料理を習得しよう！子どもだけで作る豆料理教

室  １，２５５ 

ビーンズクッキング動画及び WEB サイト制作  ３，２００ 

プロフェッショナルのための「道産豆体験ツアー」  １，１００ 

「ヘルシー＆ビューティビーンズセミナー」の開催  １，０７２ 

 

（６）  豆類調査研究助成事業  

豆類調査研究助成事業については、豆類消費啓発助成等事業と同
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様、当協会ホームページへの公募要領の掲載による募集、公募事業等

審査委員会での審査を経て、地方独立行政法人北海道立総合研究機

構農業研究本部（以下、「農研本部」という。）及び国立大学法人北海

道大学から応募のあった３課題を新たに選定した。また、平成２７年

度以降に選定した農研本部の継続課題３課題についても引き続き助

成対象として承認し、平 成 ２９年４月に助成金を交付した。  

その後、平成３０年３月１３日までに事業完了報告書の提出があっ

たので、助成金の額（総額１０，７００千円）の確定を行った。  

 

 ＜平成２９年度新規採択課題＞  

実   施   課   題   名  確定額  (千円 ) 
大納言小豆における刈り遅れによる雨害黒変粒等の

外観品質低下条件の解明 
１，０００   

アズキ茎腐細菌病の早期検出と診断を目的とする病

徴の画像分類とスペクトル情報の利用 
１，１００   

ＤＮＡマーカー選抜による小豆の土壌病害抵抗性系

統の選抜強化 
１，６００   

 

＜平成２７年度以降の継続課題＞  

実   施   課   題   名  確定額  (千円 ) 
耐倒伏性・加工適性を備えた多収な中生金時品種開

発の選抜強化  ２，０００  

小豆、菜豆の新品種早期開発のための世代促進強化  ２，０００  

障害耐性に優れた安定栽培可能な小豆、菜豆の品種

開発強化  ３，０００  

 

６．管理及び運営に関する事項  

（１）資産の運用については、日銀の金融緩和策により低金利の状態が続

いており、債券運用には厳しい環境にある。今年度も国内債の超長期



- 15 - 
 

債を中心に運用しており、ほぼ計画通りの運用益となった。  

（２）組織整備等の取組については、平成２５年度から公益法人へ移行し

たところであるが、更なる持続可能な北海道畑作農業の確立に向けた

北海道農協組織整備検討小委員会による検討結果に基づき、耕種基金

３団体等の統合に向けた検討を実施した。  

（３）主要業務実施状況  

ア．総務関係  

年 月 日  場 所  処 理 事 項  

29.4.3 

4.13,5.8 

5.24 

6.20 

7.11-12 

9.22 

10.12 

10.25 

10.26 

11.2 

12.26 

30.1.16-17 

1.22 

3.5 

3.20 

3.30 

札幌市  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

北海道耕種酪農畜産団体内部監査運営協議会総会  

監事監査（決算会計監査）  

第１回監事会、第１回理事会  

平成２９事業年度通常総会  

内部監査  

耕種基金協会統合検討 WT 会議  

監事監査（上半期会計監査）  

耕種基金協会統合検討 WT 会議  

第２回監事会、第 2 回理事会  

道法人団体課の立入検査（公益法人関係）  

耕種基金協会等統合検討 WT 会議  

内部監査  

耕種基金協会等統合検討 WT 会議  

耕種基金協会等統合検討 WT 会議  

第 3 回理事会  

耕種基金協会等統合検討 WT 会議  
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イ．業務関係  

年 月 日  場 所  処 理 事 項  

29.4.21 

5.22 

6.21 

9.7 

10.13 

10.17 

10.27 

12.7 

12.21 

30.1.11 

1.18 

1.30-31 

2.2 

2.7-8 

札幌市  

〃  

東京都  

音更町  

札幌市  

〃  

〃  

帯広市  

札幌市  

東京都  

札幌市  

旭 川 、 俱 知

安  

札幌市  

女満別、幕

別  

北海道豆類振興会定期総会  

第１回業務評価委員会  

全国豆類振興会定期総会  

平成 29 年度豆類需給安定会議  

北海道・豆トークショー2017（ホテルポールスタ

ー）  

第２回業務評価委員会  

平成 29 年産対象豆類基準価格の公告  

帯広地区懇談会（北海道豆類振興会）  

平成 29 年度農産物検査標準品地方査定会  

全国豆類振興会新年賀詞交歓会  

札幌地区懇談会（北海道豆類振興会）  

平成 30 年豆作り講習会（第１班、日本豆類協会）  

平成 29 年度公募事業審査委員会  

平成 30 年豆作り講習会（第２班、日本豆類協会）  

 

 

 

 

 

 


